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はじめに

「活動・研究報告書」の編集にあたって
エコ・ヒューマン地域連携センター長

乾　美紀

2023 年度はエコ・ヒューマン地域連携センター（EHC）にとって、喜ばしい「活動再開元年」
となった。新型コロナウイルスが 5類に移行したことで、社会生活をはじめ学生の生活にも活
動の制限がなくなり、EHC所属する団体が本来の目的である「学生が大学の外に飛び出し、地
域社会と繋がって積極的に地域貢献の役割を果たす」ことを実現できたことは喜ばしいことで
ある。2020 年度に入学した学年は、3年間コロナに翻弄されたが、卒業を迎える最終年度に
それぞれの花を咲かせることができたことに喜びを感じている。

2023 年度の活動を振り返ると、約 4年ぶりにキャンパスの中庭で「春フェス」を開催でき
たことで、新入生と在校生を繋げることに成功したことが大きかった。柴崎コーディネーター
が学生団体と計画を煮詰め、各学生団体ブースの設置を進めたことで新入生との交流機会が実
現した。また、学生団体「畑っこ」が収穫した野菜で作ったスープを屋台で販売したり、「DEN」
がお菓子を提供してくれたりと、学生団体ならではのおもてなしができたことが、新入生の勧
誘にも繋がったと考えられる。
また、柴崎コーディネーターが企画した EHC提供の授業「特別フィールドワーク」（ため池
アクション）の活動が認められ、神戸新聞やインターネットニュースに掲載されたことも大き
な実績であった。他大学の学生や地域の専門家と共に、ため池・農業・農村の課題に、地域と
協働で取り組むプログラムは、まさに EHCならではの地域貢献の形である。
個人的には顧問を務めている「CHISE（チーズ）」（ラオス教育支援プロジェクト）」の活動
で 3年振りに現地を訪れ、子どもたちや先生方と涙の再会を果たし、支援活動を再開できたこ
とが最も印象的であった。また、現地での活動成果を論文にまとめ上げた研究が第 11回国際
教養学会で優秀発表賞を受賞したことから、活動と研究をシンクロさせることにも成功したと
考えている。

他にも多くの教員プロジェクトや今年度から始まった学生団体の活動が地域に貢献し、大き
な効果を見せている。オープンキャンパスでも諸活動を紹介することができたが、多くの高校
生から、環境人間学部入学後は EHCに所属する団体で活動したいという声が聞かれた。本報
告書には各プロジェクトの報告のほか、EHC兼任教員の先生方や学生から貴重な研究成果やプ
ロジェクトの成果を寄稿して頂いたので、ぜひ目を通して頂きたい。来年度も EHCに属する
教員プロジェクトや学生団体の活動がさらに発展することを祈って、最後の言葉としたい。
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地域課題の多くは，一朝一夕に解決

できるものではなく，厳しい現実も

あります。そういったなかでの，

「新しいこと」や「楽しいこと」を

生み出していく，そういったムード

を作っていくことを大事にして実施

してきました。

8



Annual Report 2023

9



Ec
o 

Hu
ma

n 
Ce

nt
er

 fo
r C

om
mu

nit
y 

Co
op

er
at

io
n,

 U
niv

er
sit

y 
of

 H
yo

go 4

10



Annual Report 2023

兵庫県立大学　環境人間学部
エコ・ヒューマン地域連携センター

ウェブサイト

11



Ec
o 

Hu
ma

n 
Ce

nt
er

 fo
r C

om
mu

nit
y 

Co
op

er
at

io
n,

 U
niv

er
sit

y 
of

 H
yo

go

11

12







Annual Report 2023

1.  くもべラボ （杉山武志） ………………20

2.  学生国際協力団体CHISE （乾美紀） …………………22

3.  播磨プランニングラボ （太田尚孝） ………………24

4.  北八代プロジェクト （安枝英俊） ………………26

5.  学生島活プロジェクト （太田尚孝） ………………28

6.  ため池みらいプロジェクト （柴崎浩平） ………………30

7.  草刈りエクササイズ （森寿仁，柴崎浩平） ……32

地域連携プロジェクト - 教員プロジェクト -03

19



20



21



CHISE 2022 6

1

CHISE
2

3

CHISE

2023 3 ,
CHISE

CHISE

22



2023 10

23



3 4

2023 9

GIS

GIS

1     2

3     4

1 4 )

7 1 2
2

1 4
2

1

4

24



4

2024 1
3

1 4
1 1

2 3 2 4
4

2 1
1 2 3 3

1 4 2 3 3 2 4
1

1

4
1

3

( )

25



26



27



PJ

PJ

PJ

PJ

PJ
5 30

6 18 PJ
1

8 3
PJ

-
- -
- 2

9 4 5
1 2 1

DIY 2

DIY

4.5

　太田尚孝

28



SNS

12 7
1

50 PJ
PJ

PJ

12 20

1

30

PJ
PJ

PJ
PJ

DIY

12
1.2

PJ

PJ
2 7

PJ

DIY

29



30



31



32



33





Annual Report 2023

地域連携プロジェクト ‒ 学生プロジェクト -04

1.  兵庫商品開発プロジェクト DEN ………36

2.  tree house project 木の子 ……………37

3.  学生団体 Change …………………………38

4.  Campus tree ………………………………40

5.  農楽部 畑っこ ………………………………42

6.  conneko- コネコ -…………………………44

7.  Jyoto’s ……………………………………46

35



36



37



38



39



40



41



( )

( )

農楽部 畑っこ

42



( )

( )( )

43



44



45



Jyoto’s

46



47





Annual Report 2023

インキュベーション部門05

1.  児童養護施設で暮らす子どもの “あいまいな対象喪失”とその修復 …… 50
　　ー学生サークル「こより」の実践活動からー
　　（井上靖子，田﨑大地，天願鈴美）

2.  持続ある町並み保存のあり方を探求する活動 …………………………… 54
　　ー広島県・呉市御手洗重要伝統的建造物群保存地区を事例にー 
　　（吉田倫子）

49



50



51



52



53



54



  

  

55





Annual Report 2023

リサーチペーパー06

1.  地域団体におけるイベントの実態と課題  ………………………………58
　　─ 「夢前ゆめ街道づくり実行委員会」の事例をもとに─
　　（一宮小栞，津村里穂，西岡ゆき，藤本優鈴，三宅康成）

2.  ラオスにおける村教育開発委員会の役割と効果に関する研究 ………66
　　－５つの村の学習成績と進級率に焦点を当てて－
　　（宮城 ひなた，乾 美紀）

3.  もやもやの自覚化プロジェクト …………………………………………73
　　─多様性のあるわたしを我慢しない─ 
　　（鈴木愛唯，炭山彩，田川愛，橋本悠栞，廣田真衣，竹端寛）

4.  デジタル田園都市国家構想についてのノート …………………………79
　　－ポスト地方創生と精神の都市性－
　　（杉山 武志）

5.  ラジコン草刈機の導入プロセスと地域コミュニティへの配慮 ………86
　　─複数集落による共同購入・所有事例を対象として─
　　（柴崎 浩平）

57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



, 

, 

82



83



84



85



1

1

1

2

3

86



2

21
2

14 14

899 2789
49.0% 207 117

331ha 2020
2020

609
294.1ha

103.4ha 66.3ha
11.7ha 11.5ha

3.4ha 2.3ha 0.6ha
26.4ha

A, B

2023 1 3  A

B

A

1

14
6

6
1

70
26

204
10

27
100
73 899

40%
9

2 2

187m
49m

%

204 27 899 63.8 32 7 145 
(56~210) 

117 16 295 44.1 41 9 49 
(20~82) 

67 13 171 43.9 19 5 90 
(20~203) 

69 13 197 42.1 32 6 140 
(63~254) 

70 13 198 42.4 26 2 187 
(134~239) 

26 9 73 41.1 3 2 90 
(80~100) 

2020 2020
2019

87



3

2
2020 5

CW Cut Weed

9
1 5

1

6
7
2023

6,700 /

2023 4

A

C
C

C

2019 12
2020 5

45°
300

50
7

7 300 7
6

28,000 /

88



4

6

7

2

PR

1
50

8 13
2

1 12
4 5

70
1 4

2
1

1
2024 1 52

6

2 10 12

60

70

12
70

70

A

5

5

89



5

1

4 5 1

1

90



6

1)
2022 1

2)

2021
2

1) 2020
2022

10 - 168-189. 
2) 2021

 40(3) 134-137 
3) 2006

25 359-364. 

91



令和6年（2024年）3月31日

発行 兵庫県立大学環境人間学部
エコ・ヒューマン地域連携センター

〒670-0092 兵庫県姫路市新在家本町1-1-12
姫路環境人間キャンパス内
いちょう南館P104

エコ・ヒューマン地域連携センター活動・研究報告集2023（通巻7号）

TEL   079-292-9372
Mail  ecohuman@shse.u-hyogo.ac.jp
https://www.u-hyogo.ac.jp/shse/ehc/index.html





Annual Report 2023


